


要約:1988年以降に京都府立医科大学附属病院NICUに入院した在胎35週未満の早産児で、

修正月齢 12まで経過観察しえた 287 例のうち PVL と診断された 20 例について、最も年長

時に撮像された MRI所見から、病変の拡がりによって 3群に分類し検討を加えた。また脳

室前角部、体部、後角部において側脳室最大径/大脳横径比(V/B ratio)を測定し、正常値、

及び各群間との比較を行い、予後との関連性について検討した。V/B ratio は、体部、後

角部において正常値、及ぴ各群間との差か顕著で、当初の分類法は脳室拡大の程度を概ね

反映していると考えられた。また V/B ratio により、おおまかな予後判定が可能で、特に

体部における正常平均値+SD(34%)を脳室拡大陽性の基準とした場合、脳性麻痺となる陽性

予測値は 93%、正常となる陰性予測値は 67%と高値を示し、予後判定に最も有用であると

考えられた。


